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問い合わせ先
昭和化学工業(株)NEDOプロジェクト事務局
TEL：03-5575-6300 FAX：03-5575-6310
http://www.showa-chemical.co.jp/



1. 期間

開始 ：2017年1月
終了（予定）：2020年3月
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2. 最終目標

3.成果・進捗概要

本事業は、地域資源である木質バイオマスの併用による地域エネルギー体制に移行し、
コスト削減とCO2削減、地域活性化を目指す。

具体的には、バイオマス熱風炉を導入し、地域で余剰になっているバークチップを年間
3,750ｔ燃料として利用する。燃焼ガスは熱交換器を用いて熱交換し、クリーンな高温空
気を珪藻土製品製造に使用する。
全工程エネルギーの20％に相当する熱量をバイオマス資源に置き換え、年間1,000ｔの
二酸化炭素削減をする。

昨年、台風21号で主要機器が被害を受け、工事中断した。
今年の春から工事再開し、工事を進めながら、6月下旬から8月まで試運転調整を行っ
た。9月からは実際の珪藻土製造にバイオマス熱風炉設備を使用している。



会社概要

・社名 ：昭和化学工業株式会社

・創業 ：１９３３年１１月

・上場 ：東京証券取引所 市場第二部

・社員数：連結 ２１１名（単体１３５名）

・業績 ：売上高 ８，３１８百万円

経常利益 ６６３百万円

※2019.3連結

・拠点

国内：東京本社、３支店、６工場

研究分析センター：鳥取

海外：販売拠点：中国北京市

生産拠点：中国吉林省
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会社事業概要

３つの事業域が主なターゲット市場

★事業域別製造区分

飲料、製糖、製薬業界等 塗料、樹脂、壁材業界等 プール、温泉、浄化槽等
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Ｐｏｉｎｔ１ 藻の化石・火山岩を採掘

製品の原料は、主に自社鉱区より採掘を行い調達

●藻の化石 ：珪藻土

●火山岩 ：パーライト（真珠岩）

工場は鉱区に隣接して設置

●鉱区所在地

珪藻土鉱区 ：秋田県、岡山県、大分県、中国吉林省

パーライト鉱区 ：秋田県、山形県

（珪藻土顕微鏡写真）（珪藻土鉱床厚み写真）（鉱区写真）
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Ｐｏｉｎｔ２ 製造コストに占める高いエネルギー割合

後処理工程

①粒度別に分級 ②製品として包装

焼成工程
①有機物（不純物）の焼成 ②水分を０％まで低減

乾燥工程（前処理工程）

①砂石など夾雑物の分離 ②水分を数％まで低減

製造ラインは、原土(水分50～70％）投入から製品化まで閉鎖空間にて

空気輸送し、処理は自動化。

熱エネルギーを多大に消費する乾燥工程、焼成工程が主要。

原土
投入

製品
倉庫へ

■工程概略

水分50～70％
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岡山工場概要

 設 立 ： 昭和８年１１月

 工場敷地面積：１４，０００ｍ２

 従業員数 ： ２５人

 生産能力 ： １,５００トン／月

 使用燃料 ： ＬＮＧ
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珪藻土採掘の様子
乾燥品

焼成品 融剤焼成品

珪藻土製品
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NEDOバイオマス事業
背景及び目的

昭和化学工業㈱
岡山工場

鳥取県中部

真庭バイオマス発電所
真庭バイオマス集積基地 【地域の背景】

・発電所、木材産業は真庭市南部、鳥取県西部に集中
・バークは燃料として一番利用しにくい
・鳥取県の方が未利用バイオマス資源が多い

【岡山工場の背景】
・地元の資源を製品化して全国へ販売展開
・持続的かつ長期安定な事業の継続

【実証事業の目的】
・燃料費の平準化とＣＯ２排出量減実現のため

LNGの一部をバイオマスエネルギーに転換
・本業に関連した新分野への関与により
雇用・人材育成･人材活用の創出
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鳥取県西部



事業全体のイメージ
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①バイオマス原料の調達

真庭木材事業協同組合より
市内のバーク供給を受ける
鳥取県の事業者
バークの調達を始めている

自主事業として
共同で集積基地運営する方向へ

バーク必要数量 ：約４，０００ｔ／年

調達方法：

・集積基地を単独で維持運営するには数万t/年の規模が必要

・当社遊休地に集積基地を設置、また鳥取県側にも集積基地を検討

岡山工場の熱需要の一部をＬＮＧから
木質バイオマスに置き換える。

LNGとの併用運転として、２０％程度を
バークチップに燃料転換する。

木質バイオマス設備導入後の熱需要割合

LNG焼成工程

３３％

バイオマス乾燥工程

２０％

LNG乾燥工程

４７％
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①バイオマス原料の調達

バイオマス原料の様子

丸太を扱うとバークが落ちる 12 / 25



バイオマス原料の破砕の様子

水分と発熱量の関係

チップ破砕機

バークチップ

①バイオマス原料の調達

バークチップ
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②エネルギー利用

ＬＮＧ・バイオマス併設利用
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二酸化炭素削減

②エネルギー利用
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③エネルギー変換技術

●バイオマス熱風炉の選定

項目 性状

種類 バークチップ

形状 破砕チップ

水分率 40～50％

発熱量
(低位)

9.8～7.6 MJ/kg

使用量 1.0t/h(約4,000t/年)

表 代表的燃料性状

搬入時の様子

かき上げる作業必要

炉を決定する為には、
どんな燃料を使用するのか、
決める必要がある。
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③エネルギー変換技術

●バイオマス熱風炉の選定

17/ 25

燃焼帯

灰化

乾燥帯

燃料の流れ

主灰

熱風の流れ

●機器仕様
コールバッハ製
（オーストリア）
階段式ストーカー炉
炉出力：1800～2550kw



燃焼ガス熱交換利用

灰の混入
防止

燃焼ガス直接利用

●熱交換方法の選定

食品添加物
基準クリアー

③エネルギー変換技術

既設
乾燥設備
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③エネルギー変換技術

●熱交換方法の選定
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●機器仕様

形式：プレート式 直交向流4パス
燃焼排ガス：入口800℃ → 出口200℃
受熱空気 ：入口100℃ → 出口500℃
交換熱量：約2000kw
伝熱面積：約400m2

材質：SUS304、SUS316L、SUS310S
洗浄装置：スートブロア方式



バイオマス熱風炉全体装置設置イメージ図

燃料投入用クレーン

自動投入で作業員は監視のみ
積み替えも自動運転で行う

問題点
高さ20cm程度残ってしまうため、
燃料受入時に重機で床面を掻く必要あり

③エネルギー変換技術

●燃料投入方法の検証
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設備の様子
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装置全体写真



22 / 25

燃料受入の様子（ダンプ車）

バイオマス燃料槽



木質資源利用のイメージ図

その他
バイオマス発電所

④全体システムの工夫

北部バイオマス集積基地の様子
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バーク



事業スケジュール

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

START

ＮＥＤＯ実証事業終了

設備設計・建設

試運転

建設完了 実証開始

実証試験（2年）

事業化準備期間

商用事業開始
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進化し続ける“真庭バイオマス第２章”への核となる

真庭北部におけるバイオマス事業について

昭和化学工業株式会社
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